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１．「苅藻谷川探検隊！」の学習について 

①目標 

○苅藻谷川の水質や生き物調査などの体験的な活動を行い、苅藻谷川の現状を調べること

を通して、身近にある環境問題に気付き、その解決に向けて自分たちでできることを考え、

実践しようとする。 

②概要 

○本学年は１組２１名、２組２１名の計４２名の学年である。 

○生き物や自然が好きな児童が多い。 

○朝陽小のすぐそばを流れる苅藻谷川について詳しく調べるために、島根県環境生活部環

境政策課の「みんなで調べる宍道湖・中海流入河川調査」に参加することとした。 

○社会科「水はどこから」の単元の学習と結びつけ、水質や浄水についての理解を深めた。 

○水質調査をし、上流域と下流域を比べる活動を通して、川を汚す原因は何なのかと考え、

生活排水や人間が出すごみもその一つではないかと考えた。 

○水質調査や調査から思ったことや考えたことを学習発表会で全校児童や保護者へ発表し

た。 

○半年にわたる調査の結果から、「身近にある川を大切にするには、地球全体の環境も大切

にする必要がある」と考えるようになった。 

 

２．実際の活動内容 

 ①宍道湖の概要・水質調査の仕方について学ぶ（５月２１日） 

    島根県環境生活部環境政策課から講師に来ていただき、ラ

ムサール条約のことや宍道湖や中海のことについて概要を説明

してもらった。 

    同時に、水質調査の仕方についても教えていただき、実際に

学校近くの苅藻谷川下流へ行き、汲み取った下流の水質も調査

した。 

 

 

 

 



 

②苅藻谷川中流域に行き、水質調査・生き物調査を行う。

（５月２９日） 

天気：晴れ  前日の天気：晴れ 

気温：２５℃  水温：２０℃   

【調査結果】 

（１）水質調査 

ＣＯＤ  平均   ７ｍｇ／Ｌ 

透視度 平均  ５０㎝ 

（２）生き物調査 

         島根環境アドバイザー桑原さんと島根県環境

生活部環境政策課の方に講師に来ていただ

き、生き物調査を行った。分類結果は以下の通

りである。 

          

 ①指標生物 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

②指標生物以外 

         アカガエル   アカハライモリ 

 

   【気付き○や疑問（知りたくなったこと）◎】 

    ○苅藻谷中流域は生き物がたくさんいる豊かな川だ。 

    ◎下流域と比べるとすいぶんきれいだったから、もっと上流域ではどうなっているのだろう。 

 

 

 

 

 

きれいな川に住む 
サワガニ 

ヨシノボリ 

ややきれいな川に住む 

シジミ 

カワニナ 

トビケラ 

やや汚い川に住む 該当なし 

汚い川に住む ユスリカ 



 

③苅藻谷川上流域に行き、水質調査・生き物調査を行う。（６月２３日） 

中流域の調査から、上流域の川の様子が知りたくなったため、上流域の調査を行った。 

 

   天気：くもり  前日の天気：雨 

   気温：２５℃  水温１８℃ 

【調査結果】 

（１）水質調査 

ＣＯＤ 平均 ３ ｍｇ／Ｌ 

透視度   １００㎝以上 

（２）生き物調査 

       島根県立宍道湖自然館ゴビウスから講師に来ていただき、生き物調査を行った。 

分類結果は以下の通りである。 

①指標生物 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②指標生物以外 

       コシボソヤンマのヤゴ、オニヤンマのヤゴ、シマアメンボ、サナエトンボのなかまのヤゴ 

 

   【気付き○や疑問（知りたくなったこと）◎】 

○きれいな水に住む生き物が多く、生き物の種類も多い。 

○上流に行くたびにだんだんきれいになっている。 

◎上流はごみが少ないけど、下流に行くにつれてごみが増えている。 

 

 

 

 

 

きれいな川に住む カゲロウ類 １０個体以上 

カワゲラ類 数個体 

ヘビトンボ類 数個体 

ヨコエビ類 １０個体以上 

サワガニ １０個体以上 

ややきれいな川に住む カワニナ類 １０ 

やや汚い川に住む 該当なし 

汚い川に住む 該当なし 



 

④過去の苅藻谷川の様子について話を聞く。（７月４日） 

苅藻谷上流に住む地域の方をゲストティーチャーに招き、５０年前の苅藻谷川の様

子について話を聞いた。 

  ・５０年前にはボッカやドジョウ、サワガニがたくさんいた。少し川下の方にはカワ

ムツやウナギもいた。また、たくさんの蛍が見られた。 

  ・飲み水として濾過して飲んだり、洗濯水に使ったり、スイカや大根を洗ったりと生

活水として利用していた。 

  ・生き物とりをしたりプールの代わりとして利

用したりするなど楽しい遊び場だった。 

  ・生き物が減った原因として、①山に人が入ら

なくなったこと②３面コンクリートになった

こと③農薬や生活排水が川に流れていること

④川の手入れをしなくなったこと⑤地球温暖

化があげられるのではないか。 

 

   【気付き（○）や疑問・知りたくなったこと（◎）】 

  ○生き物に影響を与えないようにするためには川や道にごみを捨てるのをやめなけ

ればいけない。 

  ◎川をコンクリートにすることや農薬などの問題は、自分たちだけでは解決できな

いから、どうしたらいいのか。 

 

 ⑤下水道出前講座を受講する。（９月３日） 

 島根県土木部下水道推進課の「下水道出前講座」

を受講し、使われた水は、どのように処理され川に注

がれていくのかを学んだ。 

 また、朝陽小学校で使った水は、どこへ集められ、

どのように処理されるのかも教えていただいた。 

 

 ⑥宍道湖の漂着物を調査する。（１０月１５日） 

下流になるにつれてごみの量が増えていることに気付いた子どもたちは、ごみが川を汚す原

因ではないかと考え、実際にはどれくらいのごみがあるのかを調べることとした。 

当日は荒天のため、事前に教員が宍道湖の湖岸で拾った漂着物を調査した。水質調査も

宍道湖の水を学校に汲んできて調査をした。漂着物は、プラスチックが多く、湖岸にポイ捨てさ

れているようなものもあれば、どこかから漂着してきて原型をとどめていないものもあった。 

宍道湖グリーンパークの職員の方からは、小さいビニールは宍道湖の生き物たちがエサと



間違えて食べてしまうこともあるという話を聞いた。 

天気：くもり  前日の天気：雨 

気温：２９℃  水温：２１℃ 

（１）水質調査結果 

ＣＯＤ  平均 ８ｍｇ／Ｌ 

透視度     １５㎝ 

（２）ごみの分別結果 

（可燃物） 

 ・木やヨシ 

 ・発泡スチロール 

 ・布（軍手等） 

（不燃物） 

 ・プラスチック（ペットボトルや硬いプラスチック） 

 ・ビニール 

 ・ガラスの破片 

  

 【気付き（○）や疑問・知りたくなったこと（◎）】 

  ○予想した通りたくさんのごみがあった。 

  ○わざと捨てたものもありそうだし、風で飛ばされたようなものもある。 

  ○ボロボロのちいさいビニールは、元の形が分からない。 

  ○きっとこのごみが水質を悪くしているのにちがいない。 

 

 ⑦今までの学習で学んだことを今後どのように進めていくかを話し合う。 

・たくさんのことを調べたから、調べたことを発表しよう。 

・調べたことだけじゃなくて、これからわたしたちが川を汚さないで済むためにはどのような行動

をすると良いかも伝えよう。 

  ・学習発表会で、保護者や他の学年の子ど

もたちに学んだことを伝えよう。 

  ・地域の人に伝えるために、新聞を作っ   

て、コミセンに貼ったり、配ったりしよう。 

   

 

 

 

 

 



 

⑧伝えたいことを劇にし、学習発表会で発表する。（１１月７日） 

 全校児童や保護者に伝えたいことを話し合い、劇にして学習発表会で発表した。 

  

 

⑨苅藻谷川や宍道湖についてまとめた新聞をコミセンに掲示する。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞で伝えたこと 

 ・今までの川の調査の結果 

 ・宍道湖の漂着物調査の結果 

 ・苅藻谷川や宍道湖を今よりきれいな状態で残すための取組。 

  →私たちにできることは小さなことだけど、小さな取組みをする人が一人でも増え

れば川の環境は変わっていくということ。 

 

３．活動を終えて 

 この学習を通して、子どもたちは地域の川に愛着をもつことができた。苅藻谷の下流調査から始

まり、中流域・上流域について調査し、子どもたちの興味や関心は広がっていった。また、水質と生

き物の関係を調べたころからは、川の水質だけでなく、生き物も大切にしたいという気持ちが高まり、



環境を守るには様々な視点から総合的に考え、実行していくことが大切だと気付いた。本当は、苅

藻谷川の水が流れ着く宍道湖の水質や生物についても調査することで、学習がより深まると考えら

れたが、そこまで学習を進められなかったことが残念だった。しかしながら、子どもたちは、一人の

取組は小さいものであるけれど、みんなで行えば大きな活動になるのではないかと考えることがで

きた。普段の生活をするうえでも、環境への意識が高まり、ごみ拾いなどの実践につながれば、こ

の活動の成果ではないかと思う。 

 また、地域の環境を大切にし、持続可能な地域をめざして取り組んでいる多くの方と対話をし、関

わることで、環境という視点をとおして地域への関心を高めることができたことも、大きな成果と考え

る。今後は、第五学年での総合的な学習の時間において、地域の産業（しじみ漁や柿・茶産業）と

環境との関係、社会科でのくらしと環境等の学習につなげていくことを計画している。 








